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な
く
せ
貧
困
、
消
費
税
増
税

反
対
、
国
民
本
位
の
財
政
実
現

を
め
ざ
し
、「
国
民
要
求
実
現

11
・
18
中
央
行
動
」
が
東
京
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
全
労
連
と
国

民
春
闘
共
闘
、
国
民
大
運
動
実

行
委
員
会
の
主
催
で
全
国
か
ら

３
５
０
０
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
大
阪
自
治
労
連
か
ら
27

名
、
府
職
労
か
ら
は
６
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

東
京
は
寒
く
、
か
ぜ
が
吹
く

と
身
震
い
す
る
よ
う
な
日
で
、

ま
る
で
国
民
・
労
働
者
の
今
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
の
よ
う
で

し
た
。

　

総
務
省
前
で
は
、「
マ
イ
ナ

ス
勧
告
」
に
も
と
づ
く
公
務
員

給
与
の
削
減
反
対
、
高
齢
期
雇

用
に
向
け
た
働
き
続
け
ら
れ
る

職
場
環
境
の
実
現
と
高
齢
層
の

給
与
引
き
下
げ
反
対
、
公
務
員

総
人
件
費
削
減
反
対
、「
働
く

ル
ー
ル
」
の
確
立
な
ど
を
求
め

集
会
を
し
ま
し
た
。
府
職
労
か

ら
は
、
急
性
期
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
の
田
岡
書
記
長
が
、
急
性

期
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
の
、

二
交
替
制
の
試
行
強
行
と
府
立

５
病
院
の
非
公
務
員
型
へ
の
移

行
に
反
対
す
る
と
り
く
み
と
大

阪
府
の
財
政
構
造
改
革
プ
ラ
ン

の
撤
回
を
め
ざ
す
と
り
く
み
に

つ
い
て
決
意
表
明
を
し
ま
し

た
。
あ
わ
せ
て
、
現
業
要
請
署

名
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
日
比
谷
野
外
音
楽

堂
で
総
決
起
集
会
が
開
か
れ
、

リ
レ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
農
民
連

か
ら
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
地
域
経
済

を
破
壊
す
る
。
協
議
入
り
は
撤

回
を
」、
医
労
連
は
「
安
心
・

安
全
の
医
療
の
た
め
に
看
護
師

の
夜
勤
労
働
の
改
善
求
め
署
名

を
と
り
く
む
」、
交
通
運
輸
や

東
京
土
建
、
全
教
な
ど
か
ら
、

不
況
打
開
、
公

共
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
、
規
制
緩

和
を
打
開
し
労

働
条
件
の
改
善

の
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。
沖
縄

か
ら
は
知
事
選

へ
の
支
援
が
呼

び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
人
事
院
前
で
、
公

務
員
賃
金
の
削
減
反
対
、
社
保

庁
職
員
の
分
限
免
職
撤
回
な
ど

を
求
め
集
会
、
そ
の
後
デ
モ
行

進
、
労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改

正
を
求
め
る
議
員
要
請
を
し
て

終
わ
り
ま
し
た
。

決意表明をする急性期総合
医療センターの田岡書記長

　

大
阪
府
公
務
公
共
職
員
労

働
組
合
は
、
11
月
26
日
に
第

８
回
定
期
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
非
常
勤
職
員
の
待
遇

改
善
の
と
り
く
み
は
、
９
月

17
日
枚
方
市
非
常
勤
裁
判

で
、
大
阪
高
裁
が
非
常
勤
職

員
に
対
す
る
一
時
金
や
退
職

金
の
支
給
が
適
法
と
す
る
判

断
が
示
さ
れ
る
な
ど
、
常
勤

職
員
の
４
分
の
３
勤
務
し
て

い
る
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て

は
、「
非
常
勤
」
と
い
う
呼

称
は
、
法
的
に
何
の
意
味
も

持
た
な
い
と
い
う
画
期
的
な

裁
判
で
し
た
。
府
当
局
は
、

依
然
と
し
て
地
方
自
治
法
に

反
す
る
と
し
て
、
一
時
金
等

の
支
給
に
つ
い
て
は
困
難
と

し
て
い
ま
す
が
、
過
去
に
正

職
員
が
担
っ
て
い
た
恒
常
的

な
業
務
を
担
っ
て
い
る
実
態

や
今
回
の
枚
方
市
裁
判
を
活

用
し
た
と
り
く
み
な
ど
、
対

府
闘
争
と
同
時
に
全
国
的
な

闘
争
に
す
る
こ
と
な
ど
を
確

認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
全
国
的
に
「
誇
り

と
怒
り
」
の
大
運
動
が
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
阪
府

関
係
職
場
で
働
く
非
正
規
労

働
者
は
、
行
政
を
運
営
す
る

う
え
で
、
な
く
て
は
な
ら
な

い
存
在
で
あ
り
、「
い
い
仕

事
が
し
た
い
」
と
い
う
思
い

を
も
ち
、
仕
事
に
誇
り
を
も

っ
て
働
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
賃
金
・
労
働
条
件
は
劣

悪
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
と

り
く
み
を
す
す
め
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

　

府
公
職
労
の
組
合
員
拡
大

は
、「
孤
立
す
る
非
常
勤
職

員
を
な
く
そ
う
」
を
合
言
葉

に
と
り
く
み
を
す
す
め
ま

す
。
特
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

等
か
ら
来

ら
れ
て
い

る
方
は
、

相
談
す
る

方
が
い
な

い
な
ど
悩

ん
で
い
る

非
常
勤
職

員
は
職
場

に
多
数
い

ま
す
。
正

職
員
・
非

常
勤
職
員

一
体
と
な

っ
た
対
話
を
す
す
め
る
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

　

新
執
行
部
は
、
委
員
長
・

平
井
賢
治
、
書
記
長
・
大
原

輝
宣
、
書
記
次
長
・
竹
岡
順

子
、
執
行
委
員
・
米
村
真

征
、
会
計
幹
事
・
下
村
治
雄

を
選
出
し
ま
し
た
。

非
常
勤
職
員
の
待
遇
改
善
を

孤
立
す
る
非
常
勤
職
員
を
な
く
そ
う

なくせ貧困、消費税増税反対、
国民本位の財政実現を　　　

全
国
か
ら
３
５
０
０
人
が
参
加

　

11
月
27
日
和
歌
山
加
太
で
第

19
回
目
の
海
釣
り
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
参
加
者
13

名
中
初
参
加
６
名
が
若
人
た
ち

で
し
た
。

　

貸
切
で
和
気
あ
い
あ
い
と
は

い
か
ず
、
え
さ
付
け
か
ら
お
ま

つ
り
の
修
復
ま
で
世
話
役
さ
ん

が
大
活
躍
の
大
会
で
し
た
。

　

成
果
は
ベ
テ
ラ
ン
を
抑
え
初

参
加
の
女
性
２
名
が
鯛
部
門

（
33
㎝
）
と
ア
ジ
部
門（
42
㎝
）

１
位
を
獲
得
し
ま
し
た
。
特
に

ア
ジ
部
門
で
は
１
セ
ン
チ
の
差

で
ベ
テ
ラ
ン
が
惜
敗
。
坊
主
も

な
く
天
気
も
よ
く
最
高
の
釣
り

日
和
と
な
り
ま
し
た
。

 

秋
田　

幸
男

初参加の女性が１位獲得初参加の女性が１位獲得

劇団せすん（大阪府職員演劇研究会）秋の公演劇団せすん（大阪府職員演劇研究会）秋の公演

府公職労
定期大会

新人俳優デビュー公演。

「断崖絶壁」　作　岡部耕大／演出　杉田　満
　70年代の高度経済成長を生き抜いた男と若い伝道師がおりなす、ちょっぴり切
ない大人のコメディ。
　出　　演　秋田　高志・古謝　伸二（新人）
　公演日時　12月17日（金）19：00
　　　　　　　　18日（土）13：30・17：00
　　　　　　（開場時間は、各公演時間の30分前より開始の予定です）
　場　　所　大阪グリーン会館　２階ホール
　チケット　一般 2000円　　中学生・高校生・障害者・シニア（65歳以上）1500円
※チケットの申込先は、総務支部　長山（内線 4885）まで。

国民要求実現

11･18中央行動
in 東京

第19回

府職労府職労
海釣り大会海釣り大会

忙しい毎日を送っているあなた、人生を楽しんでいますか？
あなたも何かに挑戦してみませんか？

劇団員
募集中!!

最高の釣り日和

終
日
終
日  

集
会
、デ
モ
、議
員
要
請

集
会
、デ
モ
、議
員
要
請


